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下庄をよくする会下庄をよくする会下庄をよくする会下庄をよくする会    

１ 基本データ 

○地区名 下庄地区 

○人口  ８,９９５人 （平成２６年３月） 

○世帯数 ２,８９１世帯（平成２６年３月） 

○地区の沿革 

  下庄地区は大野市の北西部に位置し、勝山

市に隣接しています。昭和２９年に２町６ヵ

村が合併して大野市が誕生した時に、下庄町

も大野市に編入されました。大野市の市街地

と勝山市に挟まれた形であり、奥越地区全体

からみると中心地域として、国の九頭竜川ダ

ム総合管理事務所や県の奥越土木事務所、奥

越合同庁舎のほか、ビュークリーンおくえつ、

県立高校、警察署、郵便局等の官公庁等が集

中しており、国道沿いには複数の郊外商業施

設も進出しています。また、中部縦貫自動車

道の大野ＩＣも当地区に設置され、平成２５

年３月２４日に供用開始となり、これに併せ、

国道１５７号の大野バイパス（東縦貫線）も

整備されました。 

 

２ 現状と課題 

○現状 

 ①市街地に隣接しているため、地区内は農家

と非農家が混じり合っています。さらに細

かく見ると、農家が多い地域、農家と非農

家が混在する地域、非農家が多い地域に分

けられます。 

 ②新たな幹線道路に隣接した堂本区では地場

野菜の直売所を開設し、また矢区では独自

にカタクリや桜を中心とした公園整備やイ

ベントを開催するなどそれぞれの資源を生

かした地域づくり事業を行っています。こ

のように地区内の行政区や各種団体は、既

に様々な地域づくり事業を、活発に行って 

います。 

 ③各種団体役員の年齢層が高くなってきてい

ることと合わせて、若い年齢層の地域づく

り活動への参加が少なくなってきています。 

○課題 

 ①地区内では、新たな幹線道路、商業施設等

に隣接し、人の往来が多くなる地域と、現

状では人の往来の増加を望めない地域があ

り、区民の地域づくりに対する意識の違い

があります。 

 ②地区民が交流することで、団結力を高め地

区内を元気することを目的に毎年１０月、

「下庄まつり」を開催しています。毎年、

地区内外から多くの人が訪れています。 

 

 

 

 

 

 

（下庄まつりの様子） 

③地区民が誰でも参加できる直売所として、

平成２３年６月に「下庄青空市」をオープ

ンしました。しかし、出品登録者数が２８

人（平成２５年４月）と少数であることな

どから出品数や品目数等に不足感があり、

更なる経営の安定化が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（下庄青空市の様子１） 
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④これからを担う後継者を育成していくため、

若い年齢層が集まりやすいような環境づく

りや事業展開が必要となってきています。 

 

３ 事業の内容 

○地区内に在住する若者たち（１８歳～４０

歳ぐらい）で、地区内の資源（人、歴史、

文化、伝統、自然環境、食、行事、施設等）

を利用しながら、自らも楽しめるような事

業を企画、実施していこうという趣旨で

「下庄を楽しむプロジェクト(仮称)」を

立ち上げ、参加の呼び掛けを行いました。

この呼び掛けを契機に、若者グループ「し

もプロ」による活動が始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○区長会等にも呼び掛け、地区内の名所史跡

を再調査し、説明看板等の更新や新設を行

いました。 

○法政大学の図司直也准教授を講師に「まち

づくりシンポジウム」を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

○直売所「下庄青空市」への出品参加者数の

増加を図るとともに、新聞等を活用した広

報活動を行いました。 

○直売所「下庄青空市」と地域との連携した

イベント等を企画・実施しました。 

 

４ 事業の成果 

○「下庄を楽しむプロジェクト(仮称)」で

は、平成２５年５月に全戸配布のチラシで

参加を呼び掛けたところ、当初６人の賛同

者が集まり「しもプロ」として活動を始め

ました。その後、最初の活動である「パラ

パラ動画」を制作する過程でメンバーが増

え、年度末には２６歳から３８歳までの若

者たち１１人で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加した若者らは、「パラパラ動画」の

撮影で地区内の名所や史跡、施設を巡った

ことで地元の魅力を再認識し、また地元の

人たちとの関係が深まり、地域行事にも関

心を持つようになったようです。 

さらに、完成した「パラパラ動画」を下

庄まつりで発表し、インターネットでも配

信したことにより、下庄地区の情報ととも

に「しもプロ」の活動を多くの人々に知っ

てもらうことができ、メンバーの活動に対 

（しもプロ打合せの様子１） 

（まちづくりシンポジウムの様子） 

（下庄を楽しむプロジェクト(仮称)チラシ） 
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する意識も高まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「しもプロ」は、６月２５日（火）の第

１回打合せ会以降、平成２６年３月２５日

（火）まで１５回の定期的な会議のほか、

前述のパラパラ動画の作成、市のイベント

「越前おおの冬物語」での雪像「となりの

トトロ」づくり、地区団体の事業協力など、

その活動範囲が徐々に広がってきています。 

現在、次年度に向けての新しい企画を協

議しており、

今後の活動

が楽しみな

存在となっ

てきていま

す。 

○区長会で、平成１３年頃に下庄をよくする

会が設置した名所・史跡の説明看板の確認

と新たな設置希望を依頼し、その回答を基

に下庄をよくする会文化部員を中心に名所

史跡の再調査を行いました。 

この再調査を行う段階で、既に内容等を

知っているはずの下庄をよくする会文化部

員らも、改めてその魅力を感じ取ることが

でき、地域資源としての認識を高めること

ができました。また、事前調査で区長会と

連携したことで、この取り組みを地区全体

に周知することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再調査により、説明文の見直しや関係者

との再調整が必要なことが分かり、作業を

分担して準備に取り掛かり、平成２６年３

月に名所・史跡看板の更新と新設を行いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（パラパラ動画撮影の様子） 

（下庄まつりでの発表の様子） 

（しもプロ打合せの様子２） 

（名所・史跡再調査の様子） 

（更新） 

（新設） 
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○平成２６年１月２４日に開催した「まちづ

くりシンポジウム」では、法政大学の図司

直也准教授を講師に招き、「地域資源の再

生に向けた地域づくり」について学びまし

た。この中で、地域資源の捉え方から地域

資源の再生という考え方から、さらに今の

時代は農家、非農家というだけでなく、多

様な人々、人材が地域内に住んでいるので、

このような見えない住民の把握や、薄れて

きている地域資源の共有などについて、知

恵を出し合う場が必要であり、この方法と

して「集落点検

活動」などを行

ってはどうかと

の提案などもあ

り、参加者から

は大変参考にな

ったとの声が聞

かれました。 

 

○地域づくり拠点施設「下庄青空市」では、

３年目となる直売所「下庄青空市」を開催

しました。開催に先立ち、レジシステムの

操作勉強会や協議会を開催し、「下庄青空

市」のスムーズな運営に向けて意思統一を

図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催期間中は、下庄をよくする会厚生部 

主催の「健康ウォーク」で行うバーベキュ

ーの材料購入や下庄をよくする会産業部主

催「親子そば打ち体験教室」での薬味の購

入、また併設する勤労青少年ホームの料理

教室での食材購入など、参加者と「下庄青

空市」を結び付けるような取り組みにより、

地元農林産物への関心を高めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、定期開催や夕市開催にあたり、下

庄をよくする会の機関紙「下庄しるべ」や

ポスター、福井新聞のぷりんを活用した告

知などにより、地区内外に事業のＰＲがで

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図司准教授による講演） 

（レジシステム操作勉強会の様子） 

（料理教室やバーベキューの様子） 

（下庄をよくする会機関紙「下庄しるべ」） 
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○拠点施設は、直売所以外に公民館利用者の

駐輪スペースや雨天時のイベント会場など

に広く活用されており、地区住民の情報交

換や交流の場として定着してきています。 

○直売所「下庄青空市」の運営状況及び成果 

①平成２３年の状況 

６月２６日から１１月２７日までの毎日

曜日、午前８時から１２時まで開催しまし

た。合計２４日の開催で、総売上額は約６

０万円でした。一日の平均売上額は約２万

５千円、客単価は４７８円となりました。 

   開催時間の後半はほとんど来客が無いこ 

とや、朝日の射し込みが強いことなど継続

していく上での新たな課題が分かりました。 

 

 

 

 

②平成２４年の状況 

６月２４日から１１月４日までの毎日曜

日、午前７時３０分から１０時３０分まで

開催しました。合計２１日開催で、総売上

額は約４６万円でした。一日の平均売上額

は約２万２千円、客単価は５１５円となり、

売上額の実績は前年を下回りましたが、客

単価は約４０円上がりました。客単価の増

加は、一人当たりの農林産物購入品数の増

加にもつながり、ファンとなったお客さん

が出てきたものと考えられます。 

 

 

 

 

③平成２５年の状況 

６月２３日から１１月２４日までの毎日

曜日、午前７時３０分から１０時３０分ま

で開催しました。合計２３日開催で、総売

上額は約６５万円となり、過去最高額とな

りました。出品参加者数は１人増え２９人

です。一日の平均売上額は約２万８千円、

客単価は５４５円となりました。事業の開

始から３年目となり、直売所が地域に認知

され、ファンとなるお客さん（固定客）の

増加につながったのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④広報活動の状況 

各年度ともオープン前に、機関紙や区長、

地区推進委員等を通じ農産物の出品者の募

集を行うとともに、ポスターやチラシによ

る広報などを行いました。平成２３年度は、

近隣スーパーとの連携による広報により、

開催日数 出品数 販売数 販売額 客数

２４日 ６,６８３点 ４,２３９点 ５９７,４０９円 １,２４９人

１日平均 ２７８.５点 １７６.６点 ２４,８９２円 ５２人

※１人当たり購入単価 ４７８円

開催日数 出品数 販売数 販売額 客数

２１日 ４,７７８点 ３,４２３点 ４５８,９１０円 ８９１人

１日平均 ２２７.５点 １６３点 ２１,８５３円 ４２人

※１人当たり購入単価 ５１５円

開催日数 出品数 販売数 販売額 客数

２３日 ６,３２８点 ５,０１７点 ６５４,０８０円 １,２００人

１日平均 ２７５.１点 ２１８.１点 ２８,４３８円 ５２人

※１人当たり購入単価 ５４５円

（下庄青空市の様子２） 
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広くＰＲすることができました。平成２４

年度は、９月２１日開催の夕市に合わせ、

福井新聞の「ぷりん」に広告を載せ、来客

数、売上額に大きな効果を得ました。平成

２５年度も８月１３日開催の夕市に合わせ、

１１日付福井新聞の「ぷりん」に広告を載

せました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の展望 

本年度結成した若者グループ「しもプロ」

の自主的な活動とその発展に期待しています。

このような若い年齢層による、自主的な企

画・運営に対する側面的な支援とともに、下

庄をよくする会をはじめとした地区の各種団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体との連携を図りながら、これからも若い年

齢層が集まりやすい環境づくりを進めていき

ます。 

地区内の名所・史跡の活用については、本

年度更新また新設した案内看板を積極的に活

用するため、資料の整備や学習活動、イベン

ト等の事業展開を図っていきます。また、こ

れらの名所・史跡を取りまとめた下庄ガイド

ブック等の制作も検討していきます。 

直売所「下庄青空市」については、今後も

継続していきます。そのためにも、出品者の

資質向上に向けた勉強会の開催や、個々で対

応している出品野菜を使った料理レシピ等の

相互連携、地区の各種団体や公民館、勤労青

少年ホームと連携した野菜の活用、自主的な

料理教室の開催など、様々な事業を考えてい

きたいと考えています。また、出品数の確保、

品揃えの充実を図るため、加工品の生産につ

いても検討していきます。 

このような取り組みが、動き始めた若者た

ちの活動の広がりと合わせ、各種団体の活動

への刺激となり、下庄地区の更なる活性化に

つながっていけばと考えています。 

 

 (平成 25 年 6 月 24 日付 

日刊県民福井の記事) ↓↓↓↓ 

（福井新聞のプリン）→→→→ 

下庄まつり文化展 

下庄まつりでのパラパラ動画撮影 

地元野菜での料理 

資母の歴史発見隊による名所・史跡めぐり 


